
最近の国際的な話し合いの状況等について 
 

平成１０年３月４日 
 
 ＩＴＥＲ第６回建設等準備協議及び第１３回理事会が、平成１０年２月１８、１９日、サ
ンディエゴ（米国）で開催された。 
 
１．今次会合において表明された各極の状況等 

(1) 日本 
 ９８年度予算案の状況、ＩＴＥＲ計画懇談会の審議状況を紹介しつつ、技術目標
と開発リスクとコストのバランスをとりつつ、ＩＴＥＲ計画の費用を最小化するこ
との重要性について言及した。また、均等貢献の原則に基づき各極がそれぞれの役
割を果たすことが重要である旨主張。 
 

(2) 米国 
 ９９年度予算案に関し、２月に大統領予算教書が議会に提出された旨紹介がなさ
れるとともに、その内容について説明がなされた（前回懇談会参考資料３を参照）。
また、ＩＴＥＲのコスト低減のため、幅広い検討を行う必要がある旨意見が出され
た。 
 

(3) ＥＵ 
 ＥＵの第５次研究開発フレームワークプログラム（１９９８～２００３年）につ
いて、２月の研究相理事会においてユーラトムとしての承認が得られた旨紹介がな
された。今後、ＥＵとしての承認を得る必要があるとのこと。 
 

(4) ロシア 
 延長のための関連文書に仮署名（イニシャル）をすることが予算を確保する上で
極めて重要である旨の発言が行われた。 

 
２．第６回建設等準備協議の結果について 

(1) ＥＤＡ協定の３年間の延長 
 工学設計活動（ＥＤＡ）協定を３年間単純延長すること及びサイト対応設計活動
等の延長期間に行う作業内容等について確認した。 

(2) サイト特性の提供 
 延長期間中に行うサイト対応設計活動に資するサイト特性の提供について、我が
国から、具体的場所を特定するものではないが、日本としての代表的サイト特性を



提供することについて検討している旨表明した。 
 また、ＥＵから、イタリア、カナダについてサイト特性の提供を検討しており、イ
タリアについては、南イタリアとサルジニア島を検討している旨の表明があった。 

 
３．第１３回理事会の結果について 

(1) 最終設計報告書 
 最終設計報告書（ＦＤＲ）が共同中央チーム（ＪＣＴ）から提出（報告）され、各
極からは優れた研究成果がとりまとめられたとの高い評価がなされた。今後、各極
内においてレビューを行い、レビュー結果を次回理事会までに報告することとなっ
た。 
 

(2) コスト低減を図るための検討 
 特別作業グループ（ＳＷＧ）を設置することに合意し、現行協定の計画目標の範
囲内で詳細な技術目標の変更の可能性を探り、ＩＴＥＲのコスト低減を図るための
検討等が行われることとなった。 

 
４．ＥＤＡ協定の３年間の延長に係る仮署名 
 本年７月以降の工学設計活動期間（３年間）においてサイト対応設計活動等を行うことに
ついて合意に達し、理事会終了後、各極代表者により延長関連文書に仮署名（イニシャル）
が行われた。我が国は今村科学技術庁官房審議官がイニシャルを行った。 
 
５．今後の予定 
 第１４回理事会を７月中旬にオーストリア（ウィーン）で開催する予定。それにあわせて
ＥＤＡ延長協定について正式署名を行う予定。 
 
 

以 上 
 


